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 司  会        ②石井 秀人兄 

奏  楽 

祈  祷        ②白川 達男兄 

賛  美  讃美歌２６７番  ～御翼の陰にかくし～ 

ヤベツの祈り 

聖書朗読  サムエル記下２２章１～７節 

特別賛美  オクサーナ・ステパニュック女史（２００６年） 

メッセージ 「主はわが岩 わが城 わたしを救い出す方」 

石井 潤 牧師 

 

献  金  聖歌４２３番 ～主イエスこそはわが隠れ場～ 

祝  祷 

お知らせ  〔司会者〕 

賛  美  ～注ぎたまえ主よ～ 
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 

★本日も礼拝の恵みを感謝します。今週も主の守りと助けをお祈り致します！ 

☆今週の祈り会：○早天祈祷会：明朝６時～。◎祈祷会：木曜午前１０時半～ 

夜７時半～（大和の祈祷会映像に参加）○準備祈祷会：土曜夜８時～。 

★来週の日曜礼拝では卒業祝福式➀を行います。〈司：石井兄／祈：松岡姉〉。 

◎今後の主な予定：卒業祝福式３／６・２０（日）、信徒懇談会３／２７（日） 
   

 

☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔２/２７－３/６〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 民数記 8-10 11-13 14-15 16-17 18-19 20-21 22 23-25 

新約 マルコ 7:1-23 :24-37 8:1-21 :22-38 9:1-29 :30-50 10:1-31 :32-52 

チェック ○○○○ ○○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○○ ○○ ○○○○ 



    
ダビデはガデに言った、「わたしはひじょうに悩んでいますが、主のあわれみは大きいゆえ、

われわれを主の手に陥らせてください。わたしを人の手には陥らせないでください。」 

               サムエル記下２４章１４節 

 

一国のリーダーとして、ダビデには大きな責任がありました。２４章では、自国の兵力を知

りたいと思い、軍司令官ヨアブを動かして、全イスラエルの人口を調べるように強要しました。

しかし、このダビデの決断は神の前に赦されざる罪となってしまいました。「あなたは私を信頼

せず、兵力―人の力に信頼したのか？」という神への反逆罪という罪を犯してしまったという

ことです。国のリーダーが国の兵力を知らないという方が問題のように思いますが、イスラエル

の国は別でした。全地の神々の中にイスラエルの神のような神はありません。直接その国を

治め、戦争では戦い、すべての責任をお持ちのお方でもあります。このお方だけが本当に生

きて働かれている神様です。その他の神々と言われるものは、ただ人間が造り出したイメー

ジでしかありません。しかし、このイスラエルの神様は実態をお持ちになり、すべての責任をお

持ちのお方です。このお方を無視したかのダビデの行為は神を大いに冒涜した行為となって

しまったのです。そのことを自覚したダビデは、すぐに悔い改めます。 

しかし、預言者から神の裁きを受けるために、三つの選択肢から選ぶように指示されます。

３年間（新改訳・新共同訳聖書では７年間）の飢饉。３か月間敵に追われる。３日間疫

病に打たれるという３つの中から選ぶようにと。どれも非常に辛い選択でしたが、最も期間が

短いからというよりも、それが直接的な主の手によるものであるという説明がついていますので、

あわれみ深い主の御手にお任せするという選択肢を選びました。しかし、その結果３日以内

でしたが、全イスラエルで７万人が死亡するという災害へと発展していきました。２０歳以上

の戦いに行ける勇士が８０万人だったイスラエル。勇士は恐らく男性だけだったと思いますか

ら、その他の男性、女性や子どもも含めたら、２００万人以上、３００万人くらいいたかもしれ

ませんが、その内の７万人だと、２．３％。今の日本だったら、１億２５００万人だとすれば、２

８７万５０００人が亡くなるということです。今まで新型コロナで亡くなった方はこの日本では２

万２０００人ということですから、その約１００倍の人数です。それだけの人数がたった１日か２

日で亡くなったということは半端ではない数字だと言えます。 

今回のコロナの問題、今はウクライナとロシアの問題。どうして？と言いたくなるような苦し

い現実が私たちの目の前にありますが、自ら謙遜に悔い改め、あわれみ深い主の御手にお

任せし、ひたすら主に祈る者とならなければならないと自覚させられる内容でした。 

「主はわが岩 わが城 わたしを救い出す方」 
～主権者は神様ご自身～ 


